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藤井　清先生の思い出
伊　　東　　達　　夫
　2012年 1月，和光学園元理事長，和光大学元学長・名誉教授の藤井清先生がご逝去されました。ま
ことに残念でなりません。藤井先生と最後に言葉を交わしたのは，2011年 4月 23日の故石原静子名誉
教授を偲ぶ会でした。その時は，車椅子を利用されてはいましたが，「学長，頑張って下さい」と励ま
しのひと言をいただき，筆者の顔も認識され，それほど多くをはなしたわけではありませんが，印象と
しては声に力強さがあったような気もします。それからわずか 9ヶ月ですから信じられないというほか
はありません。
　藤井先生は，和光大学にとってまったく困難な時代の運営を担われました。おそらく開学以来途切れ
ることのない紛争の中で，当時の梅根初代学長がご病気で，1979年 4月から杉山康彦教授が臨時学長
代理となり，1980年 3月 13日，梅根悟初代学長死去の中で，1980年 4月，藤井先生が学長代行となっ
て，大学運営のまさに急場をしのぐ形になりました。学長選考規程の制定，「大学の現状と将来」と題
する文書を発行し，長引く学園紛争に対して，大学の置かれている立場を見通しながら，危機を乗り越
えるための協力依頼を全学に向けて発信しました。その当時のことは，長老教授の先生方から筆者を含
めた若手教員には，さまざまな形でお話を伺うことになりました。もちろんそのお立場，関わり方で多
少のニュアンスは異なるところもありましたが，異口同音に，「藤井先生がいらっしゃらなかったら，
今の和光大学はない」ということでは一致していたように思います。1981年 4月に，正式に第 2代学
長に就任することになりますが，ちょうど筆者が専任講師として経済学部に赴任したのもその時でし
た。そのような事情を知ったのは，ずっと先のことでしたから呑気なものでした。それから 1993年 3
月まで 3期 12年，学長としてのお仕事の大半は紛争の後始末であり，再建への道標を示すことであっ
たようです。人文学部，経済学部の協力関係はそれなりにはありましたが，学部間の性格の違いは隠し
ようもなく，その調整の難しさもあったようです。でも，その溝を埋めたのは藤井先生の力強い言葉に
よる多くの文書でありました。筆者には種々委員会などでの発言など分かるはずもありませんが，全学
にむけての文書によって，先生の意思は伝えられていました。そのご努力が全学をひとつに結びつけて
いったと思われます。梅根記念図書館の建設（1984年 4月梅根記念図書館・第一期工事竣工），継続さ
れた両学部合同の合宿研究会，学長補佐機関としての企画室の設置（1989年 7月），将来構想検討委員
会・推進委員会の設置（1985年から 86年）等の学内運営組織の整備，移動大学（1987年 11月第 1回
和歌山），忍野セミナーハウス開設（1988年 4月），共同研究機構の発足（1991年 4月），など現在まで
続く研究・教育体制の初期段階の確立にご尽力されました。このようなひとつひとつのことを振り返っ
ても，藤井先生の元で和光大学が大学としての形態を整えていったといっても過言ではありません。日
本経済の発展の中で，臨時定員増 180名から新入生 900名，受験生 2万名へ（1992年）と未曾有の時
代を迎えることにもなりました。
　さて，筆者は学生時代に，藤井先生から教養科目の「物理学」「数学」の講義を受講しましたが，半
分以上は子守歌であったような記憶が残っています。現在の学生も同様ですが，理科科目が不得手なた
めに文科系大学に進学するということもありましたので，そのなかで理科科目を教授する困難さはさぞ
かしであったのではないかと想像します。それでも，数式やグラフの無い物理を聞いたのも初めてでし
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たし，半導体という先端技術についての講義を話術で理解させるのにどのような方法があったのか，今
になってその困難さを目の当たりにすることになりました。記憶にあるのは，確かソニーの工場見学で
あったと思います。
　藤井先生にとっては，講義の繫がりであったかもしれませんが，1983年 4月に発足して，それから
の 4年間の期限で発足した「コンピュータ社会と大学の未来像（略称 C & U）」研究グループへの参加
は見事なものでした。というのは，まさにこの間の藤井先生は，学長職という大学経営を背負いながら
の参加であったからです。しかし，そのようなご事情など微塵にも我々参加者に見せることはありませ
んでした。ただいつも静かに参加者の様子を見守るというご様子でありました。積極的というよりは自
分流の位置を確保して，そこから全体を眺めるということであったと思われます。このグループを先導
された石原静子先生，越村信三郎先生，そして藤井先生とリーダー3先生が幽明境を異にされました。
手許の 4冊の報告集によれば，開催されたすべての見学会には必ず藤井先生のお名前がありました。
　1983年 7月 11日：日産自動車・座間工場見学
　1983年 10月 22日：長岡技術科学大学見学
　1984年 11月 26日：池上通信機株式会社東京工場
　1985年 1月 26日：朝日新聞社
　1985年 7月 19日：大阪工業大学（京都泊），20日：京都市染織試験場
　さらに 1984年度報告集（第 2号）（1985年 5月発行）には，「教育システムにおけるコンピュータの
役割について」と題する論文を掲載されています。コンピュータという機械がまだ海の物とも山の物と
も分からない時代にあって，そのツールとしてのあり方について教育者としての認識を着実に示されて
いました。
　さらに，和光大学では教養科目の先生も学部に所属することになっていましたので，その関係で，藤
井先生は，以下の様な論文をご執筆されています。
　藤井清「18世紀のイギリスにおける科学・技術」和光大学経済学部編　和光大学経済学部創立 10周
年記念号・アダム・スミス『国富論』出版 200年記念特集『アダム・スミスとその時代』1977年（昭
和 52年）2月 15日発行，白桃書房。そこには，まさに 21世紀の現代科学が担うべきその倫理的な役
割が科学者の立場から述べられています。長文になりますが，あえてここに引用させていただきます。
　「産業革命が起きてから約 200年後，第 2次世界大戦の終結と前後して，第 2次産業革命，技術革新
の時代が始まったとされている。第 1次と第 2次の産業革命の間には若干の共通点と相違点が認められ
る。18世紀の産業革命は力学の理論をベースとしており，理論自身はすでに完成したものであるが故
にその発展の程度もある程度まで見通しがつくものであった。また，それが技術に採りこまれるスピー
ドもそれほど速いとも言えなかった。しかし，20世紀の革命はエレクトロニクスの技術と核エネルギ
ーの利用に象徴されるように，量子力学を中心とする現代物理学の理論に根をおろしている。しかも，
これらの理論はまだ成長の途上にあり，さらに，その理論が技術と結びつくスピードも非常に速い。…
中略…
　さらに，先の産業革命が工業化社会の実現を引き起こしたのに対し，20世紀の産業革命の特色は，
情報化社会を招来したことにあるともいわれている。そこでは，物の生産もさることながら，物の流
通，管理に伴う情報の伝達，処理，管理が意図的に行われるようになる。…中略…
　機械を，そして，そのベースにある科学・技術をこれからの人類の真の幸福に結びつけようとするな
らば，その技術を扱う者だけでなしに，すべての人が科学の正体―その有効性と同時にその限界，乱用
した場合の恐ろしさ―を正しくつかんでおくことが重要なポイントになろう。そのような認識を広める
ことは，科学・技術に直接たずさわる者たちの責任でもあろう。」（同書，309～311ページ）
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　この文章を前にして，科学とそれを使う人間の関係，さらには責任を負うべき人間としての科学者の
役割について，今こそ考えなければなりません。科学の発展が人間の幸福に何をもたらすか，その本
質，内容をきちんと吟味しないで，技術としての発展のみを願うと，東日本大震災以後，提起されてい
る原子力の問題に限らず，人間の存在そのものを危うくさせてしまうと，藤井先生も危惧されていたの
ではないでしょうか。
　多くの論考をはじめ，藤井清先生の学長として，教育者としてのお仕事について論じるには，筆者は
あまりに力不足です。しかし，先生のひとつひとつの行動，お書きになったものを振り返り，先生のお
考えを理解することによって，教育のあり方，和光大学の将来を考えることが我々にとって残された仕
事であると心に記しています。先生のお示しいただいた足跡をしっかりと将来に伝えていきますことを
お約束します。
　藤井先生はあまり口数多くありませんでした。そして静かな雰囲気の先生でした。そのような先生の
お姿が心に染みついています。
　藤井先生，これからは，和光大学を空の上から見守って下さい。
　本当に有難うございました。ゆっくりとお休み下さい。
 合掌
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